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慣 波衣娃基素の供給の殆んどない懐蛙中で燃焼t<なければならないから,原料米
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を桁酸或姓碑酸患者しく払 他あ燃焼補助剤に七虚理加工するのが一般であるもミ,･ヽ -- ヽ

それにして庵,原料米をのもめめ茎寮保有量の本尊いものが重態しいのである二即

ち多孔性め熟 換言すれば容積重の小さ_小米オ碑 如葬として嘩秀なものである.lb,

かも見地から桐茨の如き加除波次用として優秀 とされてお嘉.その噂,麻艶 茄子

戟,煙草重等が懐蛙狭め原料として用V,られておる. ､J

ミ-ツーマタ惟 ;その敵笈を塵紙原料.とするりであやが･一条瞳 -Lた軸払 之を衆化す

予と極めで醜い粗髭な茨となれ その粉末は大帝ちよく,'@ 焼の状況から見て懐嘘

二束原料とし-て滴常と思われ元ので,手軽巽のカ旺 虚理を企てたのであるが,.与れ隼

,̂ 兵だち軍版懐嘘率にうき二 ･三の菅験を行ったので,責にその大要を軍曹する次第

である. I

安 蘇 ･の 郭

賛助に用い七市野陳建葬は丸い,1､型のもので 1本の大さの平均値は;第1褒め通

･-りで-ある.一 ,

.て 第 -.㌧1- . 表

＼

･腐 1嚢に見られるLように市販品は容積には殆んど差払ないが,重量に於Tt相首や丘ら

差があ9た_. 離

各試料の水分及び夜分の含有量を示すと第-2表の如 くであーる.
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-琴2表の三唖巽は懐媛衣として加工してないもbであらて,,参考の為に奉げ長の

である.市販品の水分駄 犬約7%であった.衣分蜂三櫨衆に成して相を雇い傍を

示し極 る,これは加工剤と'して無機輩 的噂 加草れてお拳だらうと推定される.
∫

次に笹子の太さを見早馬に飾試験を行うた･.その結果は第 3義に示すが如 くであ

a.･

第_3表 飾 試 験 成 績 (%)

㌔

■ - ､

1.

第 3表に於ても三極異を参考の篤に蓉げた∴本表に華 て市販品〝粛水 〝'-と示う嘩1

億 のものは80メツシ-以下の彼粉が非常に多く30%も.あ'る.I

一 次に市版懐櫨衣の比容積即ち11gの懐嘘次の,占める容積を測定した∴妾の結果は

第.. 4

/

第4車中<如 くである.

l 一

本琴に於_{′･菊ポ〟と憧 商標のものは最 も壷 積か小きい･.tのことは琴3革

に示した飾試験成績からも明か/&ことで奉って,直位容穣中将保有され る基泉開陳

の小をいことを示す もりである･ ･､ 一一ヽ

次に懐蛙にでの燃癖堺態を観察した.1即ち鹿波を保温断熱材料である石療皮 て京

都大串化畢商究帆 ･館研究室試作量)を以{包み,温度計を轡波の由各中央好密零せノ

しめて置き,.温度の撃化を時間的に謹む:こととした.■

その結果は窮1国の如 くである.
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ぺ三櫨巽の茨末は,こ
れを市販品鹿波次位の大さあ袋を作bて詩吟た所等･
5g入つ

五七れを廟蜂に入れて参考の葛めに同株
_
o串噂を行ったL.
～

I舞1園を見ると,
〝菊水〟は約1時間にて茸準えをしたが,
他の3種の市販品笹

㌔_
いづれもその成琴泳よく',
約45-65OCの温度を約7時間保ち得たこと
を示してお

■l
る,
又懐煙衣用と
,
して何等の加工を施さ葱も三概数も約2.
-5時間相常の燃焼をなし,

通常な加工をすれば優良な讐曙衣となり得るこきが推定され畠･そして上記の菅験 ､＼ し､~
では約50Y,oo/が燃えてゐた.上記の書換成績より懐嘘衣と̀し七は,徴細粉末を多量

) /

に食むことは望ぎしくないことが推定される.

錦市野陳琴次を峯乗車にて燃焼させたが,､何れも40分内外で然えっ･日/た･而し
′

てその温度は大体 500-700OCであうたp攻 着火温度は約250-3QOOCやあっ亘･さ､
,_._′l●

穂 ■ 括

市販懐波次vtついて二 ･三の嘗験を行ったところ
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① 一周 末の轡細部分 (例えば80メツシ-以下の如き)の含有量のあい,もの時宜拘

えを起した.一懐櫨衣として通常でな㈹ らう∴､

⑧ 良好なる懐波束を用うるならば,.懐蛙の温度は大体 45-165OCであう-て,-を
■ ヽ

の痔揖時間暗約 7時間vch及ぶ.A

-⑧ 三極嚢は通常に加工すれば,懐波束原料として優秀なものセあらう∴

ということか明かとなった.-

確 りにのぞみ,本音験に用viた三種衆絵高知解須崎町笹頑 旨之助民の寄静柊か i

るものであ?て,同氏に謝意を表するものである･

(昭和22年10月11日て日本農蛮化草食鮒西軍部例倉にて襲表)′
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高温虚琴脱膳大豆粉接着剤の研究

ず ･studiesontheAdhesiveofAbs'OrbentSoy-bean′t

Powdertrea･ted?tHi'ghTemperature.

,顔 ･ 軍 勝 之 *
IMasayuki☆AKITA

･(研 究 療 育己)'
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従来晩脂大豆より精製した粗大軍カゼイ1/が苧乳カゼインに劣る原因に?小芋･一

大豆を晩脂する際ベンヂン油田によるとき紘加熱蒸乗を吹考込む故,晩階大豆中′の 一

茸白質が撃質を受けることに基因す拳と言われ,之がため可及埠白鷹ゐ状藤を保つ

七熱壁際を避けるこ.2=ガ望まれた･t ,' O∫

それ故大豆を声油べ./_ぎンと･メタノー-,Lとの最低英軍混合鍬 t-より慶理し,醇剤 一
__一 f

を城塞下に於て回牧することがよいとされ革･

筆者紘7ベンヂン高温抽出耽脂大豆につylて蛋白質を抽出せず除脂大更を粉塵した 淘
∫

粉末にづいて接着剤どt,ての性能に､閲し嘗験を試みた,

*戸田合塀工業株式合歓 (大阪)
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